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入局科目の選択

久津見 晴 彦

『日本医事新報』の ジュニア版には、 「私 は何故現在

の科 目を選んだか1と い う欄があ り、臨床系と基礎 系の

教 師、それぞれ2-3名 の手記が掲載 されている。当然

のことなが ら、その動機 は個人差が大 きく、本人の意志

と環境 による制約が卒直に表現 されてい る。 この記事 を

読 んで、医学 部5～6年 生は どう評価 しているのだろ う。

幕礎 系では、尊敬する指導者か、専攻 したい科 目か、ど

ちらか ・っ満足すれば仕事は続けられ ると思 っているが、

記 事にもみ られるよ うに、それは簡単 なことでは ない。

自分の過去 にもあったことだが、状況 判断や、seinと

solienに 対 する反応 の差が、明らかに見受 けられる。

は じめ に医学部入学 についてみると、 「特別 な動機 は

なかった、中学時代 か らの希望 である、親 が医師だから、

両親の勧 めに従 った」 という素直な選択 がある。 「不純

な動機であるが、安 易な文系志 願をやめ心機 一転 して 、

難関 といわれている医学部 に挑戦 した」例 もあり、また

「希望 もなく彷得 しているうちに、 なんとなく医学部 に

人学 していた」 とい う豪傑 もいる。

入局につ いては、 「学生峙代 に決めていた、先輩 に誘

われた、先生 が優 れて いたjな ど至極 当然で あるが、特

徴のある選択 もみ られる。た とえば臨床系で、 「手先 が

器用だか ら外科系に進んだ、ポ リクリで失敗 した科 目を

勉強するため に選 んだ、親 に同 じ科Hを 強要 されたので

反発 したが、親孝行のためにその科 にした」 などがある。

基礎系では、さらに複雑 な決定的 な要 因があったよ うで、

「先生 に学会で10年 間、同 じ仕事 を発 表 していれば大家

になれると激励 されたので決 めた」 とか、 「選んだ基礎

に入門を断 られて臨床 にいったが、再 び基礎 に変更 して、

今もそれを続 けている」 などの激動 を経験 している、,

僅か な例 を示 したにすぎないが、諸先生は科 目決定 に

つ いてj'寧 な説明を されている,、私自身は 「病気が回復

して出席 した ら、実習 先は寄生 虫研究室 しか残っていな

かった」 ので 、それに従 って他 を選択 しない まま、今H

に至っているのであるOち なみに、私 の以前の勤務先は

厚生省国立予防衛生研究所で、体液性免疫部、細胞免疫

部、細菌部 、ウィルス部 など20部 近 くあり、若手の医学

部出身 者を求 めている。診療 や教育の任務の全 くない研

究職であることをお伝 えしたい、,それは ともか く、医学

部 では農理r.r部 のように卒業生の就職 の世話 をしない

か ら、人局は個人の意志で決 め られる。 しか し、どん な

経緯で入局 して きた場合でも、意欲的で優秀 な人材であ

れば、教師 は将来を期待 して人成 させたいとい う、強 い

意思 をもって対応 することに変 りは ないであろ う。

本学の卒 業生は、人局をどのよ うにして決 めるのか。

現在のカリキ ーラムでは4年 になると臨床講義棟 に移 り、

6月 か ら臨床医学の講義を うけるnや がて5年 の終 わり

に近い1月 から、待望の臨床実習で病棟に入る。 そして

H,ければ5年 の うちに、どんなに遅 くとも6年 の夏休み

まで には、将米の専攻科 目を幾つか に絞っているらしい。

卒業試験 まで に決め かねていると、試験に集中で きない

といわれてい る。だが、逆 は真 ならずで、 「人局は決 め

たものの卒試、国試 に不合格」 とならないで もらいたい。

数年前、学年担当であったある学生 が6年 に進級 し、

かなり熱心 に勉強 していた。ポ リクリや講義 が済むと、

す ぐにやって きてノー ト整理 をす ませ、今 日の感想 を聞

かせて くれ る。一般教育での留年が不思議 なほど、3年

から成績が急 上昇 し、臨床志向の意志 と資格 を十分 に持

っていた。あ る臼、癌 の患者 さん を担 当していたその学

生が、 「僕が医学 を選 んだのは間違 だった。医学 なんて

無 力なんだ!」 と、私 が しばらく返 す言葉 もないほど、

ほとんど絶望に近 く真剣 に悩んでいた,、それまで彼 は、

最近急速 に進歩 した臨床医学のもっとも優 れた成果だけ

を学 んで きたので あろ う。 しか し、彼 にとって一度 は、

治癒 の見込みのない重症患者 に出会 い、現代医療の限界

を悟 るとい うことも極 めて大切な経験である。

ニューヨー ク州北端 にあった歴 史的 な結核療養所 は、

いま トル ドー博上の名前 をっけた細胞性免疫で有名な研

究所 になっており、何度 かそこを訪れた友人によると、

構内の博士の胸像の背面 には次の文字 があるとい う、、

GuerirQuelquefois(と きと して癒 し)

S〔川1agerS⊂ 川vent(し ば しばその苦 しみをやわらげ)

C・ns・lerT・ujours(絶 えずな ぐさめを与 えて)

これは患者 から医師への謝辞であるとい う,,数 日後 、

彼は別の患者 さんの治療 に成功 し、元気な顔で 「僕 は、

やは り医学を選んでよかった」 といって くれた。私 は先

程の言葉 を彼 に伝 えた。医師 になる時の科 目の選択 も重
lulだが

、それにもまして、患者への慰めと、教師との忌

悼 のないコ ミxニ ケー ションを大切に してほ しいと思 う。

(寄生虫学講座 教授)
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麻酔学講座,麻 酔科の

名称変更 をめ ぐって

小 川 秀 道

(

医学 は基礎 と臨床 に、また臨床医学は内科系 と外科 系

に分 けられてい るが、いったい麻酔科は内科 系なのか外

科系 なのかについて、麻酔科医の問で も以前からいろい

ろ議論がなされて きた。その中間型で あるか ら中科(系)

ではど うかといった うがった提案(?)な ども飛び出て、

これではど うも中華井のよ うな食ぺ物 を連想 させ るので

好ま しくなかろうといった笑 えぬ逸話 すらある。

確 かに文部省科研費の助成金 申請時 には、われわれは

系は外科系、専門は麻酔学と書 かねばならない し、学 内

外の一般的認識で も麻酔科は外科系だろ うとい うことで
一致 しているもの と思 われる。

日常 、麻酔科医は手術室の中で絶 えず外科 医と ・緒 に

仕事を しているが、イルカやオ ットセイが同 じ海の中 を

似たよ うな恰好で泳 いで いるからといってマ グロやブリ

等 とは全く異なるよ うに、麻酔科医 と外科医 とは本質的

に異なる面を持 っている,,そ もそも外科医の外科医た る

特徴 は、メスを持 って手術 をするところにあるが、麻酔

科医が メスを持つ ことはまず ないといってよい。手術 ・

手技はその字 の通 り、いずれ も手わざと読め るし、古 く

西洋的な分 け方で もmedicine(く す り)を 使 うのが内

科 、手を使 うのが外科 とい う概 念もあった。 しか し医学

がかように進 歩 した今 日、どこまでが くす りで、どこま

でが手でとい う区分 も怪 しいもので ある。内科でも手 を

使 っての技術がどん どん出て きた し、外科で くす りを使

うことも日常茶飯事である。

で は麻酔科はとい うと、手術患者の1呼 吸 、1呼 吸 を

握 りしめたバ ッグで丹念に調節 し管理す る面 から、手を

使 うことの多い科 のように解 されがちであるが、実 はこ

の程度の手技は全体的 な麻酔の専門技術か らすると極 く

極 く一部で あり、高度 な器械(人1:呼 吸器)を もってす

れば、人の手以 ヒに うまく管理することも可能であ る。

そのようなことよ りも麻酔 薬や麻酔関連薬物 をどのよ う

に使 い、患 者管理にどのよ うに役立てて行 くかを考える

技術 の方がもっと多いし重要でもある。

このようなことか ら麻酔科 は本来内科系 に区分 される

べ き科ではあったが、近年麻酔科の領域 は単に手術時 の

麻酔面ばか りで なく、術後管理 から、ICU(集 中治療)、

ペ インクリニ ック、救急蘇生 、救命医療 、中毒治療、浄

化療法 、鍼 灸 ・漢方、東洋医学的治療 まで どんどん拡が

って きたので、内科 系ともい えず 、さりとて外科系で も

なく、麻酔科 はいっそ麻酔科系とで もい うぺ き独 自の系

列 に区分されるぺ き科 のような気 もするので ある。

さて麻酔科 の系列分類 もさることなが ら、麻酔学 や麻

酔科 といった名称 も次第 にその不都合 さが取沙汰 され る

よ うになって きた、,確かに麻酔(anesthesia)に 関す る

学問 としての麻酔学(anesthesiuloRy)の 存在は歴然 と

しているが、今や麻酔科の領域 は前述 したように麻酔の

面ばか りでは なくなって きたので ある。麻酔 は麻酔科の

基盤であることに違 いはないが、麻酔科の業務は麻酔 ば

かりではない し、麻酔学講座 もいわゆる狭義 の麻酔学 の

みを対象と しているわけで もない、,

麻酔科 は総合的生命管理科 とで もい うべ きで あるが、

これでは余 りに抽象的で正確 な業務 内容が伝 わらない。

そこで科の 名称にこだわらず、当分はその活動内容を

正 しく認識 して貰 うための努 力が必要であ ると常 々説い

て きた。 しか し名称 は持 って生 れた顔 と同 じよ うに科 の

表札で もあるから、その響 きか らくるimaginationlを 変

えることは至難の技で ある。 さりとて講座 や科の 名称 を

変 えるには厄介 な手続 きと相当の期間 を要 し、その必要

性 は古 くか ら叫ばれてはきたが、一部の公立大 と私立大

で麻酔科学 講座 とい う名称 に変 えた程度 に止どまってい

た。 これに同調 した訳でもないが、新設医大の中で も富

III医科薬科大 、山梨医大、琉球大の3大 学では設立時に

麻酔科学講座で申請 し、その まま文部省で受理 されて そ

れが止式 な講座 名となっな,斬 新 な組織造 りを試みた香

川医大では当初 から麻酔 ・救急医学講座で発足 し、科名

も麻酔 ・救急科 ということになった。

麻酔 は麻酔 をかける面ばかりで なく、麻酔か ら必ず 元

の生理的状態 に復元する過程 を伴 うもので 、元来麻酔 と

蘇生は表裏 ・体の ものである。蘇生 は呼吸循環面 の動的

蘇生ばかりで なく、臓器蘇生や さらに細胞蘇生 をも包含

す るといってよい。重症患者 の集中治療 に して も、畢境

臓器単位 、細胞単位の蘇生 を目的 とするf段 であ り、従

来の麻酔学は麻酔 ・蘇生学 に、麻酔科は麻酔 ・蘇生科 と

い うぺ きで あるとの考 えか ら、国立大では岡山大がその

先駆 をきって講座 名の改称申請 を行 い認 ドされたUこ れ

に続いて群馬人、Ill口大、信州大 、東京医科歯科大も同

様の手続 きをとり、現在該名で改称許可 された大学は国

立大で5大 学 に及 ぶ。公立大では名古屋市 大が同 じく麻

酔 ・蘇生学講座 に、大阪市大では麻酔 ・集中治療医学講

座 に名称変更 を行 った。

さてわが旭川医大で はいつ講座 の名称変更を申請する

か、改称名 はどうするか等 について先輩大学とも相談 し

ながら検討を進めているところである。 どのよ うに改称

したに しても前述 した麻酔科領域 の全貌 を表現す ること

にはなるまいが、少 なくとも現 在の麻酔学 講座 および麻

酔科 よりは格段 と麻酔の真容に接近す ると考 えるか らで

ある。(麻 酔学 講座 教授)

3



率…彙 蜘 ゆ麟 絢 繍
去 る3月25日(土)に 本学を卒業 した123名 の勤務(連

絡)先 は次の とお りです。

また、4月 に行 われた第83回 医師国家試験 には本学 卒

業生142名 が 更験 し、132名(r成 元年度卒業生117名)

が合格 しました。

(学生課)
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白治医大耳鼻咽喉科

北 大幣形外科
北大整形外科

北大整形外科
北大皮膚科

旭川医大第 ・内科
横 浜市民病院 整形外科

旭川医 大大学院
旭川医k耳 鼻咽喉科

北 海道勤医協 中央病院
順天堂大小児科

北 大

旭川医大眼科

北海道勤1矢協

旭川医大麻酔科
北海道勤医協

旭川医大精神科神経科

弘前大眼科学
札幌医大胸部心臓外科

旭川医大
旭川医人第一外科

帝s,z大第二内科
旭川医人第 三内科
旭川医大整形外科

旭川医大大学院

旭川医人衛生学講座
旭川医人小児科

東北大眼科
旭川医大第 三内科

旭川医人笛 二内科
旭川医人第 尻内科

旭川医人第 三内科
爺葉大眼科

市立札幌病院外科
旭川医大整形外科

旭川医人人学院

東 京勤医 協、ヒ川相互病院
信州大外科二

東Sal勤医協
旭川医大小児科

湘南徳州会 グループ
北人小児科

盛岡医療生協川 久保病院

旭川医大第{内 科
旭川医人第三内科

旭川医人大学院
兵庫県勤医協

北里 大形成外科
旭川医大整形外科

国 立札幌病院
旭川医大第∠内科

旭川医大整形外科
旭川医大大学院
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札幌 東徳州会病院

横浜 市 疏大
旭川医大大学院

旭川医 人第 二内科
旭川医大泌尿器科

京郁大

岡部病院(滝 川市)
旭川医 大小児科
旭川医 大皮膚科

旭川医大泌尿器科

旭川医 大大学院
旭川医 人皮膚科
旭川医 大大学院

旭川医人第一一内科

旭川医大第 ・内科

盛岡医療生協川久保病院
慈恵会医大小児科
北海道 勤医協

岐阜大精神神経科

札幌医大
旭川医人第 二内科

旭川医大第一内科
旭川医大第 ・内科

千葉人小 児科
武蔵野 赤f字 病院

国 、k札幌病院
札幌医 大麻酔科

旭川医 大箒r内 科
旭川医大耳鼻咽喉科

旭川医大第三内科
旭川医大眼科

北海道 勤医協
群馬 大麻酔蘇生科

北大循環 器内科

旭川医大整形外科

北 人麻酔科
河北総合病院
旭川医大産科婦人科

旭川医人眼科

旭川医大精神科神経科
自治医大麻酔科
旭川医人泌尿器科

東京女子医人整形外科
ト葉大泌尿器科

旭川医 大大学院

旭川医大第 ・内科
自治医大脳神経外科

旭川医大第 一内科

北大整形外科

旭川医 大第 一内科
旭川厚生病院

北人泌尿器科

岡lll大人学院
旭川医大脳神経 外科
北大 大学院

金沢大第三内科
札幌医 大内科学 第4講 座

旭川医 大第 ・外科
If京王7一生協病院

旭川医1:精 神科神経科
旭川医大第 ・内科

旭川医大眼科

旭川医大第三内科
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卒業後10年 に考 えること
第一期生 藤兼 俊明

関東地域の旭医大一期生の近況

・
碍 「、

54年3月 旭 川医 大卒業

5A年4円;X;一 内科 入局

57年4月 助 手 に採 用

ノ亡年4月 講 師 に昇任

1979年(昭 和54年)に 本学 を第 ・期生 として卒業 して

10年 が過 ぎま した,,こ の間、学年担当で あった小野寺教

授の毛宰する第一内科 において、呼吸 器病学、循環器病

学の研修 を開始 し、最近はおもに肺癌 の診断 と化学療法 、

癌細胞動態、抗癌剤耐性 に関 する研究 などを続けて きま

した,、学生時代 にはこの分野 を専攻するのだ といった待

別の 目的意識は持 ってお りませんで したが、研修開始後、

続 けて肺癌の患者さんの ド治医となってから次第に関心

が深 まり、ついにこの10年 間專攻 して きま した。この こ

とは、当時の病棟医長の采配 によるものであり、また、

御指導いただいた諸 先輩 の!J陰 であります。

最初 に受 け持 った肺癌 の患者 さんは、53才のTi'1:で、

ひどい血淡 を伴って いました。すで に手術適応がな く、

化学療法を開始 しま したが、たちまち骨髄抑制が出現 し、

incに 陥って しまいました,,血 淡がます ますひどくなり、

治療 に苫慮 していたところで 、名寄市立病院へ出張 する

ことになり、本人、家族に別 れを告 げ、後ろ髪 を引かれ

る思 いで出発 しま した。その17日 後、fか ら、いよい

よ危篤 との連絡を受 け、車を駆 って病室に向 かいま した。

病室 に着いた途端に心停1トになり、私の姿 をみた蜜族 が、

「先生が帰 って来たよ、目を開 けて1と 声をかけました

が、再び目を開 くことなく亡 くなりま した。剖検 させて

いただいた後 、家族 から3か 月たって帰 って来 る私を少

しでも元気 になって待 っていたいと患 者さんがお話 して

いたと聞 き、当時25-}'の新米医 者は、患者 さんは こんな

に も真剣に私 と付 き合'っていてくれたのか と知 りました,,

以米、何 十人もの肺疵の患者 さんの主治医 となりまし

たが、多くは50才台以Nの 人生経験 の豊富な人ばか りで

した。医師が、自然科学者の眼 を持 って疾患の診断 と治

療 に.r.ち向 かい、治療成績 の向 ヒを目指すのはあた りま

えのことであって、今 までの10年 は、その基本的 な姿勢

を身に付けるための修練期間で あったと思います。 しか

しながら、進行肺痛 の治療成績は残念 ながら極めて不良

であ ります。 したがって、不幸 にして病 を得、付 き合 う

ことになる主治医は、患 者さんが過 ご して きたで あろ う

豊富 な人生 の最後の峙の屯治医 として、どれだけ応 える

ことので きる人聞であるかが問 われるよ うに思 います。

その意味では、この10年 はほんの駆 け出 しで、これか ら

が正念場 とJえ ています,,

第一期生 川村 光信

1979年 旭川医大卒業

1979～・1981年 東京逓信病院

内科研究医

1981^一現 在 東京逓信病院

内科医

(1989医 学博上修得…東京 大学)

「関 東地域 に居 る一期生 の ・人 と して、何かAい て く

れ。」との御依頼 がありましたので 、知り得る限 りでの

皆の近況報告 をしてみよ うかと考 えました。

同窓会誌 によりますと、関 東地域 には13名 の一期生 が

居 るよ うです、,五十洲京子 先生は 、東大皮膚科 に人局 、

2～3年 目までは、東大の友人からよくお話 を聞 き、大

学時代 のよ うに相 変らず元気 だとの ことで した。最近 は

あ まりウワサも耳に しません。石川康朗先生は帝京大1

内 から、国立循環 器病セ ンターに研修 に行 き、現 在同大

2内 に所属 、心カテの中核 と して活動 しています、,お会

する度に、風格がに じみ出て来て います。磯部雄二先生

は、千葉大解剖学教室 に入局 し、現在二.L一 ヨー ク州立

大学 に留学中のよ うです。落 合聖=先 生は、自治医大の

一般外科の中心と して頑張 っているようで す。 日下部芳

志先生は、旭医大皮膚科よ り、東京逓信病院皮膚科勤務

をへて、6-7年 前 に出身地 の小m原 で開業致 しま した。

持 ち前のパ ワーで、地元医師会の若手 リーダーの中核 と

して活躍 して いるよ うです。斉藤達也先生 は、旭医大2

内 より、出身地の東京 にもどり、開業 しながら、昭和大

学藤 ケ丘病院の兼任講師 もするとい う、相変 らずの才能

をいかんな く発揮 しているようです。鈴木康訳先生 は、

浜松医大精神科よ り、神奈川県秦野市 に出張 しているよ

うです。高中芳弘先生 は、H大3内 より、千葉県船橋病

院内科(消 化器)へ 出彊 し、活躍 中です。竹内弘明先生

は、長年勤務 していた二井記念病院 より、 口赤医療 セ ン

ター第2循 環器内科 の副医長と して栄転致 しま した,,藤

本武利先牛 は、虎の門病院外科 よ り、平塚 胃腸病院へ移

られ、甲状腺 ・腹部エコー及び消化 器外科 の分野で大活

躍 してお りますU昨 年は、'r:位を、本年は10才 年 ドの素

敵な才媛を花嫁 さん とし、我世 の春を謳歌 して います。

藤原 正文先生 は、旭医人1内 よ り、PTCRの 超 導門医の

い らっ しやる都立広尾病院 に移 られ、頑張 って いるとの

ことです。別府良男先生は 、順大消化 器科 に人局後、お

父上 の後を継 いで開業なさったようです。r作 りにも一

所懸命だ とのことで した。私(川 村 光信)は 、10年1口

のごとく東京逓信 病院内科 に勤 務 して お ります。 上 司

(内藤周幸先生)の パワーがあま りにも強 いため、良 く

!J勉強は させられてお ります、、それに して も、あまり長

く、居す ぎたので、少 し外の空気 を吸 って こよ うかとい

ろいろ画策 してい るところです,,無 事これ名馬の例 えよ

ろ しく、病気 だけは しておりません。
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第36回

北海道地区大学体育大会

第36回 北 海道 地 区 大学 体 育 大会 は、北 海道 教 育 大学 が

当 番校 と な り、46校 が 参加1し7月7【 】〔金}・-9日(mの311

間 、開催 され 上Lた 、、

本学 か らは1乃 デ・が1)種 目 、 女r・が4種 目 に参 加 し、熱

戦 を く りひろ げ まLた,,

参 加挿 目の成 積 は 次 の と む りで 載,
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第32回

東日本医科学生総合体育大会(夏季)

第32回 剰1本 医 科学'k総 合体 育 大 会(夏 季 大 会)は 、

辛斤1器メくド;≒[袋「3む剖;(7)仁'湾;'看7月22[1(D-8月711(月),主 で 、

35校 が参 加R .新 潟 市 畜'中心 に各 競 技 が行 われ ま 〔.た1、

本学 か らは 男 女併 ぜ て22種llに 参加 、 女r・バ スケ ノト

ボ ー ルカ確鼻月券、陸}=競 技 ・バ レー,ドー ルび)各々 男 デーが 準

優 勝 、1固人 でも剣道 女rで 森 が優 勝 、 卓球 女f・ダ ブ ル ス

で中'ド ・倉橋 組 が 準優ll券な ど好成 積 を収 め ま1、た、,

参刎1種目 の成 績 は次 の とむ り です.-1
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}iqい 一15日 〔小0」k∫iてで覧 々 イく二掌ゴ2f奉 育 煮官一ξ・テf')才t六 二4亡L塚ミf乍』(

・もf'豊・目券査・耳更》)1かlhl濡ll珊1をb支13髪1寸 表! .ノトニ

1!lr1単セ 母き攻元}メく医 つ寿}'牡159髪 重33

2回 戦 聖 マ リ ア ン ー1医 左5供,153

ボ央珂券単セ 日 イくメくF』多な【ケミ斗を～'1【;53女 †4/1

〆

/

.L縣 マ 話」
㌦

軸ポ懲.轟 蕊 慈='輻 毒,

域♂ ラ蹴▽奪トズ
毒

_.一肱 懸一'華 譲

'

Lきi

蟹 霧 、

_"■ 一 吊

研 究 室 紹 介
■ 内 科 学 第 三 講 座 ■ 高 杉 佑 一

第31'・if斗1‡」」」,r}:150手!1右 ご止止'3冒人こIll'吊=、1二な})まP.ノ ・11毎

ザf窓1こ.∫'、・し・'(Pl‡γII{fヒ読:÷」実、聴三1t舟7と才ゴ し:r♪堵唐11i{幽[1》、」・II巴i舜竜91t'Iljl】旨

血、症 、 血 液 疾 患 、 それ に心 身 医 学rrl勺ザ～乙1`甑1'ち力 をい れ て い

ま3-、{i川 侮 は 人llr}11r・ 目 に1肖fヒ 管 ・lj}曙:、rli'臓 、rkl,勢1・

lnL～f遼しノ)3くノ,レ ー75'～7一 ア イ ト1、1斐1}・1⊆み}jl;)'riξ層2-3`卜

巾凸llユくし、口傷層そ糸聴、1与寅右'f貞〆し/レーf蔓、 希L'～1'孕一ノう}亨1零「】白勺な ω「究ウ}聾1r

l二と り糸目ち・しノ)右'ち斐本 ノノ書トとLぐ し、衣1・i丘 イく亭斐手受1}「t臨11

1叡'[ケミも 、 そ しり ・廿・.♂)jl塾幸「lil.二≠ゴL、(ろ 襲礎 医 ド;七右.}身.i£二Lニ カ・

望 まLい で層き る だ け2・3f卜 芯 石楚 ξ・勉F揃ll一 ご(る よ)

:・..た た 〔.基礎 で 得 た 知 識 や 物 の 考 え 方 を 他 日 臨 床 の 実

1;落旨1二才,・し、ぐ幽1舌1封`・ き な1ナ 才llま㌧く「宏口†…右'な き ・な ㌧》 臣無[禾1しノ)」眞

を選 汽 た 以 ヒそ の こL・ をkく わ き 主 え て 尺 い に メよ際 に 子」

け1と よ く い わ れ ま す 二」)考え に 基 一つい て 、 椙 納

聴価楚1争ミ・11-ll薄瞬`、f也 人こ・」iそ、 ケHL1な 『1二1`』、う・:.㌃∫1量協ニケ嵩4)1冥'」∠=

を学 ぶ 人 冷 が 増 加μ 、 乍 後 研 修 メ ニ1-',・ 層 充 「髭 、 か

・り移 不三1二4・ ・♪ ξ ＼ 、圭Lノ 『二 り～(博t右1撃 ら.そ ⊂{ソ止噛;∴カ・ら レ:り ぐ

(る1中1用 ≠,fr々t韓 え 、II斤'究 ・Il毎・博Fl人r'1」 客,・1;1と とd費1?と4

り 、/声1{～ 力言よ 墨 髪{」 恥 〔.ノナ ご=」4

・117イ＼教 手受 ・ノ)総、}刮1勺 な †旨 草 プ)ち と{▼ ～肖fヒ 管gl坦ll苧 、 月01蔵 、

1㌔1:射 ・1血f夜 、'r」・身hミ 「1孟L7)4fll卜'究 ゲ ル ・ フカ・11f髪1奮1}M!.『 ご

㌧、=}1'}ドifヒ 奮守 ・月日甲≠ ク,レ ー71し 「IIll十・LI薩自Ili、[ら〔日1.∫卜㌔Ii㌃1爵力

1}簿1}巾、1斗 ヨH、 ノト1県 ら をllI'じ ・1'、'」 じ㌧寅吋苧 ドタミ4・ 目1一 冨,1各 手市IF≠

:矢Lり11埼 章ヒ角早1り1〔II鴫1十・!`一、}、 違召 〆㌔・、1芝耳」灸;二1『 る 舘=ifヒ 呂:}・1実.・;1}、しノ)

づ':亨娯匹」胡評ダq酋1十 ・1'バ～1、 免1{乏 糸目結L';∫`臼勺ll/i4'月1し 、ノーII苧・1ニノトllも}

」ノ)fi}「「究 〔ノ1、F[;!、幸苗}}1、irl;、1つ 十L「`一}}、 で「1If卜二.「'i.r亭≧1心∫しノ)居,17しL

{ri吋{準'L:し こ一!)一 ノtrl-〆,レ/ノ イ ン1'1'ケ しノ〉∫II∫飼楚r1勺

σ県 ビ,14,1=し コk臣品1埼て白勺{ilf「先 〔戸〒げ奉`一)}、 ・屈壱、,!、 リ ー ノ 亀II㌧I

fl圏量1雰1〆な ヒ タ'1弍'「一き',1肖fヒ'1『='矢 、・'」,、しりド・lr見重,党rド・」lr孟尾メ 〔」¥=日1、FrJ

!1「f`』♪)、 大91場2!、1ノ ーノしノ)り5}_iIlll糸iL看_i斗」.∫一'=ri'L)iiナf「究 〔1}LI「「`一}}、F∫ミ

JI這・1生月易ザ髪.喫辱、♂)免 噛1斐「幽」を白勺石月ノタ`〔lu,/H噛 十・jl'、、 革島剖;`,}』 「'・;1㌧寅

白勺 人」1易,炎…・し ・ア,し1こ.Lるlj易4矢,く 辱Lび)り1}、j∫謎宍ノ1=∫ll[ドr:rr勺f1斤'つ竜 〔.1ヒ∵f

r-,)な と'そ…オ1そ 才/カ`憲 量;'渉ぐrl勺1二」「)(り 糸ll〆L6・ しΣ圭.4'厚 トケ'レ

ー フ:土 関 谷1溝B巾 をllL【}1つ11・ 炎 のi勘 躰 ・め ・(・'る幅 広 いlill究

を・・ノづ け て お・り 、 ま た 朋二{1中'変に レ る 食 〕直1路1脈 瘤 しわ{1輿でヒ療

}♂長 〔ケミ山奇 ら)Σ ひII1・期1二li参 捗斤 し ノ:月1・癖iび)1'、lf斗 白勺4・ で台矧で(「r-

AE、PEITな ど;石 川 、 メく田 ら1ご 目.、,患 書 がfl.1ド を[

・なカ「ら ≧台 ナ寮 呑・う:うC',・ り 、,1適三者 しり 唖=ぞ舌しノ),`,i』((～Uこ量Ilty⊂,f

llfρ}Lり 向 ヒ に 貢 献[一 て い ま1.臼 己 免 疫{ノli月1弓 ミの 研 究

r÷ 「11`』}1、1～ 等養 「1i:糸川月包:ニ レ ノニ)fI斤「つ≒三{⊥ ・〈1嘉1'月;`=♪}、 目1づ店弓rlら

1翫 二:‡/ノ ク ル ツ ロ ー ダ ー セ レ ト[llfら 〕、 ウ フ ーノ)ンD〔 メ〈

・ド`二
,)、PIVKAIIJ)li圷'究 レ1・Ψr、 金 月二r,)な ヒ が 一ρ龍しノ)

dlfド「、i.亡:▼≠,1　{～y}ら オt、 「勺 ケトカ・ら[1トビ1[1i1,＼イ/こ し》狂.孝一fkロ 与t

・「m,}夜7兀 一 フ:‡[i'も{τちU力孝父r牙 、 茸-封 ・ら1二 、Ii1.イ 零力幽r,IIILIfな

!)lj再IIII零 ご'「1幽森 力`りllノー〕り 、 り輔 柔牟ん・1上1、、 ・⊂ ㌧、垂.雪一 卸三'1・

ら:上U旨 月方辛川月包Lり 」音 濠'三で1り喚 力・ら 月巴d}南 しりゐ》5有眞1旦'タ己1『 で台κ"、 ゾ)

尻㌧Ji】4'きも ざF、1肖 丁森 らltlll..〈 量.しり,L♂lf牧 月・ヨプ些'噛;二Frr・)1-～去 、1κ1.1μ∫

履墨〕:1[1iし〔r♂メ;膚.・導i`fl∫1:一こ 種 々(ノ)1rlLlfセリ～…ノ'占㌃、;=半丙 ノ」rlへ」[ー し二Fj,糸1[_ノ'、

1臣浸}壁:t→ 死 イ ト カ イ ン とL「)1サ1}・塾 一ζ=』り虻 博ε呑・誇,1ラ(『 し、 セ1

「・巳・工士!笈・》そrド」∫弩 え ノノと 」}ノブヌコ11～と:土lli話1禾1袋';∫=しりjlI∫イ〈1と1.L

)11翻 μ哉力汀り^孝女嘱ξ亡ll.二1..み 才〕ノ『二'こ 匿し、る ㌧り もLli予 千ゾプ1¥〔 亘しノ)

・ ノ『.5曽あ り 、 孝㌘卜笥タト斗ζ1=:‡'L・ ・Lヒ草11:,1'」じ・、者 力;1、h{1カ ・ら 」レ1、 う・

:う こ匿㌧】仁`・ し〉 正士1ケミ'」}∴Lり」臣㌧㍍馳臼勺 ・1セ111り禾ll'ワ1け「'究 ξ冗,t、i'コ 巧〔、

1歩L牛†ら ゐ・〔沖、航Σ51胡負↑ゴf勿ド・',iイ/ワ ーt1で ヤ/ll'f色 一1呑 糸安 り 、

「病:1気 か ら11心L・ 免 疫 の 関 係1の 角I」川 に ゴ'酬Il`い

1.1ー

ノ、ト し ス でビま1`写し7)～集弼讐臼く」● 沖飴」乃ξrlり{1汁'ワ≒iで111凱オ_ノ 、 ノ 、1ノ'ゼ ～'

{1980ずr・ 、!、 ン'ノ 几 ツ1昏 ・:4、:一 占も孝気'イ∫ヒ 「 ぐ1ノ、1ヶトゾプポ～.を

ノkノ'之 ・:う ぐ1.、 圭1み よ、 ニオ1ゐL`』 〕'、IHI～'1二118y)ビ ノオ1〆⊃1)

'～・飼ドデこ右'Fぐ ㌧》㌔ ノ'二LΣL・圧貞弓長,⊂ ≠ゴリ ヒ1・ir1イ ＼亨斐弁牙力・

Lf崔'r!る 算㌧31」 【1111イ く汗lifヒ ほ:PI}jj∫'∫ミLノく∫ミL{101i「 ～11711、

加11111'ノ1昌1」 圧 ゐ・:,・り …輩 り ま 「_ノー 名'だllヨ'日 イくLり1肖fヒ 寓}

病'1∫=.リ ズ ・カ と1-』 ご・り期 庁 を に な ぺ 、/蹄 酒 損:琉 実

1・Li魅fい ・～ が ら ・「ビ』1い11川 肩 パ 月こ いB

qノ・」f斗ドF'算」}・』11偉1'・i二:且力孝{(を受)

8一

閣



(

へ

一
■ 糟神医学講座 ■ 松本 三樹

精神医学講座 は昭和51年4月 森田II召之助 前教授の就任

によって創設 され、昭和53年9月 に現宮岸勉教授 に引 き

継 がれ ました、,当講座 も創設以米14年 目を迎 え、診療 、

教育、研究面で新 たな発展期 を迎 えてい ます。

平成元年8月lH現 在の講座 および診療科構 成スタ ッ

フは以下の とお りです。教授 ・科長 宮 岸勉、講師 ・副

科長 千葉茂、講師 ・医局長 松 本{樹 、助手 ・病棟医

長 太田充子、助 予 三 ヒ泰久、助手 ・外来医長 佐藤

綴 、助予 中條拓、吉出宰宏、福嶋隆 ・、宗岡幸広、医

員 直江裕之、医員(研 修医)河 野 賢司、谷内弘道、

矢萩英 ・、大学院学生 武井明 、武藤福保 、小野朋子、

木津明彦、布村明彦、稲 葉央 ヂ、鎌田隼輔 、事務官 新

村留美。 また、数名が道内の各病院で目 ド長期研修 に励

んでいます。

診療面では、昭和51年11月 の附属病院開院と同時 に精

神科神経科 の診療 も開始 され、精神疾患 はもちろん神経

疾患に対 しても精 力的 に取 り組んでいます。 さらに最近

は、登校拒 否、摂 食障害、パーソナ リテ ィ障害 などの児

童思春期の精神障害 にも積極的 に取 り組んでいます。

研究面では、臨床構座 どして当然 のことながら、上述

の各種精神神経疾 患に関する臨床的研究 を行 うとともに

実験的研究 にも力を注いでおり、現在は以 ドの3つ の研

究 グループに分かれて活動 しています。 まず 、神経病理

グループでは、教授の指 導のもとに中枢 神経系の老化過

程 に関する電顕的研究 を進 めてお り、現 在、血管周囲の

astrocyteの 加齢性変化 、 リポフ スチ ンに対す る各種薬

物 の影響 およびビ タミンE欠 乏 ラットのaxonaldystro-

phyに っ いて検討中です。 また、臨床的 には痴呆性疾患

を中心と した老年精神医学 も東要な研究課題 となってい

ます。神経生理 グループでは、てん かんの実験的研究 と

して周生期hypoxiaの けいれん準備性に及ぼす影響 につ

いて検討 を続 けて おり、現 在はbicuculiineを 用 いた

研究が進め られて います。 また、臨床的 には睡眠覚醒障

害 および各種精神神経疾患 にっいてポ リグラフ ィーなど

の生理学的手法 を用いて研究を進めています。神経化学

グループでは、精神 分裂病 に関す る理解 を深めることを

目的 とした薬理 ・生化学的手法を用いた研究を行 ってお

り、興奮性 ア ミノ酸性繊維の行動 に及 ぼす影 饗 、中脳

dopamine系 の機能 およびsigmareceptorの 性 質につ

いて検討 を進 めています。 また、神経生理 グループとの

共同研究 として、けいれん準備性 に関 与す る神経伝達機

構 にっいても検討中です。

以上、当講座の スタッフ、診療 および研究面 を中心 に

近況 をご紹介 いた しま した。宮岸教授の もと、教室 内は

和 やか、かっ研究的雰囲気 に満 ちあふれており、今後 も

気鋭 の新人の 入局が大い に待 たれるところです、,

(精神科神経科 講師)
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平成元年度後期分授業料等剣除について

標記 について、 ド記の授業料免除基準 に該当すると思

われる者で、免除 を希望する者及 び延納 ・分納 を希望す

る者は当課厚生係で必要書類 を受 け取 り9月1日(釦 から

9月20H(水)ま で に中謂すること。

なお、巾請者 については遜考の問授業料の納入 を猶予

す る、,

また、不明な点は当課厚生係 に問い合わせること。

紀

1.授 業料免除基準

{D経 済的理由 によって授業料 の納付が困難であ り、

かっ、学業優秀であると認め られる場 合。

なお、平成元年度 において原級 に留置 かれている

者又は最短修 業年限 を超えて在学 している者は免除

の対象と しなし㌔(休 学の理 由による者 を除 く、,)

{2)納 期前6月 以内 において学生の学資を屯として負

担 している者(以 下 「学資負担 者」 とい う。)が 死

亡 し、又は本人若 しくは学資負担者が風水害等の災

害を受 けた ことにより、授業料の納付 が著 しく困難

であると認め られ る場 合。

{3)② に準ず る場合であって 、学畏が相 当と認める事

由がある場 合。

2.申 請書類

(1)授 業料免除 申請書(家 庭調書 を含 む。)

(家庭及 び所得欄 には同居 ・別居 を問わず本人 と

生計 を一にする窟族全 員を記入 し、所得のある者 に

ついては、収入欄に昭和63年1月 から昭和63年12月

までの所得 を記人すること。

(5)によ りそれぞれの所得 を証明する書類 を必ず添

付す ること、,)

(2}授 業科延納 ・分納願

(3)学 資負担者が死亡 した場 合は死亡診断書

(4)災 害 を受 けた場 合は罹災証 明書

(市区町村、警察 、消防署が発行 したもの。)

〔5)市 区町村発行の所得証明 書

(給与所得者にっ いては、昭和63年 分の源泉徴収

票、給 与所得者以外 については、昭和63年 分の確定

申告書(一 面 ・二面)等 の写 しを同居家族 全員分添

付'すること。

なお、学資負担 者が死亡 した場合は死亡前の所得

証明 書も併せて添付す ること。)

(6)失 業者は、民生委員又は職業安定所の証明書

(7)生 命保険金 の支払いを受 けた場合は、当該生命保

険会社の保険金支払証明書

〔8)そ の他室庭事情 によ り参 考となる証明書等
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平成元年8月22日 ㈹ 、第1

学年学生久保統裕君が帰省中

の札幌で交通事故のため急逝

されました。

久保君は北海道札幌北高等学校 を卒業 し、今年の4

月希望 に燃 えて本学 に入学 、熱心 に勉学す る一方サー

クル活動で も硬式 テニス同好 会に所属 し活躍 するなど

明朗、快活 な学生で したが、志半 ばで不帰の人となり

ま した。

ここに謹んで久保 君の御冥福 をお祈 りいた します。

(学生課)
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大神正一郎

今年の夏は北海道 らしからぬ暑い 日が続 き、猛暑 と呼

ぷ にふ さわしい夏だ った。 その暑い さなかの7月 末3日

間 にわたって、第16回 全 日本医師テニス大会が、北海道

では じめて開 かれ参加 した。この大会は全国のテニス気

違い医師達の輿 まりで、南は鹿児島 か ら総計200人 以上

が、札幌 の野幌運動公園テニスコー トに集 まり熱戦 をく

りひろげた。台風の影響 を多少受 けたが、心配 された雨

もなく友好 と親善の輪 を広げ、無事に終 了で きて本当 に

よか った。 この大会の趣旨か ら当然であるが、広告 に名

を借 りた寄付 などを受 けずすべてを会費で賄 うため、札

幌庭球協会の方 々やその他 多くのテニス仲間の協 力を得

て、 なごやかで素晴 ら しい会となった。 その裏で実際の

運営 にあたられた事務局のご苦労は人変で あったろ うと、

北大皮膚科の先生方には感謝 、感謝である。

私 にとっては、話 には聞いていた往 年の 名プレーヤ ー

達の プレーをつぶ さに見る機 会を得、幸運で あった。試

合はシングルスとダブルス、察族 ミックスなどが行 なわ

れたが、男子 は10歳毎 に、一般 、成年、壮年、高壮年、

超高壮年、老高年となかなか苦労のあとが しのばれるク

ラス分 けが され、出場者の 多い成年、壮年、高壮年 はさ

らにA、B級 に分れていた。セ ミプロ級 の力感溢 れる若

いプ レーヤーのテニスもさることなが ら、熟高年?医 師

達の無駄のない体の動 き、的確 な読み と球 を自由にコン

トロールしての絶妙 の配球 などをみていると、人間の能

力にはまるで限界 とい うものがないよ うに感 じられた。

老高年クラス(70歳 以上)の シングル ス決勝は、80歳 と

83歳 の激 しい シーソーゲームであったが、随所に素晴 ら

しい ショッ トを織 り混ぜ なが ら、年齢を全 く感 じさせな

いプレーには、感嘆 と称賛以外 には表現の しよ うがなく、

最も印象に残 った。恐 らくほとん ど毎日練習 されている

ので あろうが、私 などとて も太 刀打 ち出来 そうになく、

その強 さは抜群の ものとお見受 け した。

最近はテニスコー トが公園や町中 に増 え、気楽 にテニ

スを楽 しむ人々が増 えてきた。今年で10回 目を迎 えた旭

川医大職 員テニス大会も、参加者 が増え今 まで男 女入 り

混 じって行 なっていたのが、今年 から女子は別に分離 し

て争 うようになった し、テニ ス人口の裾野は着実 に広が

り、なかで も女性の占め る割合 いが著 しく伸びているの

ではなかろ うか。その要因の一つ は全天候 型のコー トの

普及で、昔よ り簡単 にプレーを楽 しむことが出来 るよ う

になったことであろ う。 さらに新 しい素材や形が次 々に

製品化 されたラケ ッ トの進 歩も見逃せない。以前の ラケ

ッ トは木製で あり、ガッ トの張 力のため容易 にね じれが

生 じるので 、使わ ない時はがっち りした木製や金属製の

枠で プレスしてお く必要があった。暑い夏の 日にラケ ッ

トをそのまま車の トランクに入れて おくと、数 日で飴の

よ うにまが り悲惨 であった。また今 から考 えると木製の

ラケッ トはとても重 く、 しかもスィー トスポ ッ トが小 さ

くてなかなか上達が難 しか ったよ うに思 う。 この頃の ラ

ケ ッ トは軽 く、形 も"デ カラケ"と か"厚 ラケ"な どと

力学的 に考案 されており、難 しい高級 なボレーなどをい

とも簡単にやってのける若い人が多 くなったのも うなづ

け る。 は じめは"弘 法筆 を選 ばず"と 新 しい ラケ ッ

トを使 わなかったが、自分で使 ってみ ると確 かに比べ も

のにならない くらい簡単で 、もう木製のラケッ トを握 る

気が しない。どん な分野 においても、的確 な道具を選ぷ

ことは、見逃 しがちであるがレベ ルアップにつ ながる大

きな票素であると思 う、,

今度の大会でベテ ラン医師達 の信 じられないよ うな球

のコ ン トロールを見ていると、医学 の面で も、新 しい道

具(医 療機 器)を 充分に活用 しっつ 、もっともっと正確

なショッ ト(疾 病の本態 に迫 る根治的治療)を 打つ こと

が 可能であ るはずだ、との思いを強 くした。

(脳神経 外科学講座 助教授)
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